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事例Ⅰ（組織・人事戦略） 

 

第１問 

強みは、顧客ニーズに対応した商品を供給できる体制をスピーディーに構築してきたことであ

る。要因は①需要拡大やメニューの改訂に対応できる人材面②工場を建設できる資金面③食品

の安全性を確保できる技術面である。 

 

第２問 

背景は、国際線の機内食であり各国間を行き来するためより国際競争にさらされやすいことで

ある。Ａ社は商品の高付加価値化とコスト削減策によって競争力強化を図っていかなければな

らない。 

 

 

第３問 

コスト削減に及ぼす効果は、①人事権移管の観点から、食品加工・輸送・管理スタッフの部門

に区分けすることで業務の重複の解消や責任所在の明確化が図られ組織管理コストが低減する、

②購買権移管の観点から、食材仕入れに関し品質面だけではなく価格面も踏まえた仕入れが行

われ仕入れコストが低減する、ことである。 

 

 

第４問 

可能性は、各従業員がアントレーの盛り付けを行うことで各者の責任感・モチベーションが高

まり、作業効率や製品品質が向上することである。そのために必要な点は、①完成品の品質に

関して評価する場を設定すること、②各従業員の技能教育を実施すること、が必要である。 

 

 

第５問 

＜成功すると思う＞ 

理由は、①チャネル拡大により売上げ向上が見込める、②国際線の機内食で利用されていること

で一般消費者に対してのブランド効果が期待できる、③現在非稼働となっている第３工場が利用

できる、ことである。 
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事例Ⅱ（マーケティング・流通戦略） 

 

第１問 

静寂さや和みというＢ社のコンセプトが顧客の支持を得ていたこと。 

女将が書く御礼状等により顧客と旅館との関係性が強まったこと。 

 

第２問 

沸かし湯の使用によりＨ温泉全体の来客数が減少したこと。 

最新設備の整った大規模で安価の温泉ホテルが営業開始したこと。 

 

 

第３問 

問題は、静寂さや和みという和風旅館の風情が顧客から支持されてる中で和洋折衷に転換する

ことである。 

 

問題は、関係性強化により口コミが広がっている中で、ホームページでの広告宣伝活動を行う

ことである。 

 

 

第４問 

（設問１） 

過去に来館した顧客に対し、挨拶状や案内状を定期的に送付することにより再来館を誘導する

ことである。 

（設問２） 

温泉組合に対し和風旅館の風情がある自社の特長を宣伝し、外国人旅行客の来館を促すことで

ある。 

 

 

第５問 

地元食材の販売事業が考えられる。具体的には、地元の有機栽培の米・野菜、自然飼育の鶏肉・

鶏卵、無添加飼料で飼育した豚肉などを地域ブランドとして全国に販売し、H温泉の知名度向上

を図ることである。 

 

果物狩りの事業が考えられる。具体的には、みかんやイチゴなどの無農薬栽培された地元果物の

果物狩りツアーを実施し、全国からの集客を図るとともに旅館宿泊への誘導を行うことである。
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事例Ⅲ（生産・技術戦略） 

 

第１問 

（ａ） 

生産性の高い金型製作を行える技術ノウハウ。 

（ｂ） 

グローバル展開を進める取引先の海外工場に対し、生産性の高い金型製品を、複数取り提案や

コスト低減に結びつく提案を行うことにより販売していく。 

 

第２問 

（設問１） 

生産要請に応えることは、Ｃ社を含む有力企業への金型発注がより集中化する機会ととらえる

べきである。具体的には、海外工場が現地において調達・修理ができる数少ない企業であると

の評価が高まりＣ社への受注が増える。 

（設問２） 

課題は、大型の機械加工に適した機械設備を導入するか否かである。具体的には、当該要請が

一時的なものか長期にわたる継続的なものかを取引先の動向や外部環境変化から可能な限り確

認し、決定することである。 

 

 

第３問 

共有すべきデータは、①進捗状況が時間単位で管理できる作業データ②金型全体の図面・加工

データである。生産面での効果は、①進捗管理が行えることで次工程への弾力的な引継ぎが可

能となり仕上げ工増員数を抑えられる、②製品全体に合わせた部品加工が行われることで品質

が向上する、ということである。 

 

 

第４問 

育成方法は、５０歳を超えるベテランを教育係として据え、日々の業務を監視して教育するＯ

ＪＴや技能講習等を開催する off-JT を実施することである。経営戦略に関わる可能性は、仕上

げ工の増員により品質が高まることで更に加熱する低価格競争という脅威を回避できることで

ある。 

 
 

この合格答案（再現答案）を作成された「野津創太」さんの合格体験記もご覧ください。 

合格コーチのAAS ⇒ http://www.aas-clover.com/ 

3



再現答案【平成20年度 第２次筆記試験】合格者 野津創太 

事例Ⅳ（財務・会計戦略） 

 

第１問 

自己資本比率 １５．９８％ 

問題点は、資金の調達を短期および長期の借入金に大きく頼っているため同業他社と比較し資

本構成の安全性が低いことである。 

 

棚卸資産回転率 １７．１２回 

問題点は、主要設備が最新のものではないため顧客のニーズに十分に対応できておらず在庫が

滞っていることである。 

 

売上高対総利益率 ２３．６４％ 

問題点は、主要設備のメンテナンス費用及び高齢化している従業員の人件費が収益を圧迫し同

業他社より収益性が低いことである。 

 

第２問 

（設問１） 

－１，４４０万円 

（設問２） 

Ｄ社の経営状況は税引前営業キャッシュフローにおいてマイナスであり、設備更新を実施する

べきである。 

 

第３問 

（設問１） 

（ａ）１，８２５万円 

（ｂ）５７５万円 

（設問２） 

６４０万円 

 

第４問 

（設問１） 

問題点は、①借入に関わる利息負担が増大し収益性が低下すること、②更に負債の比率が高ま

り安全性が低下すること、である。 

（設問２） 

出資は受けるが経営への介入は抑えられる議決権制限付株式をＺ社に発行することである。 
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